
NAGOYA-CHIKUSACLUBOFNA(

WEEKLY

五』ご”桂
で？岐凹

THEROTARY

W- ~－
名古屋千種ローダiリーダ
承認

働簔目

例会湯 ；
睾務局

会烏 雷鶏幹壽
会報･雑誌委員裳宮尾刷

薑

ｓ冬室

年日獅

豆1馴

塞幹雪一

長臺

弱
,腱測‘
職00’
金会鰡

0: '馴撒職矧121
正敏
#良和
|紘司1

眉鋼ｉ１

’ １
１題字黒野清宇

面

ロータリー2000：活動は－堅実、信望、持続
ROTARY2000 ;ACTWITHCONSISTENCY,CREDIBILITY,CONTINUITY

1999～20()0年度RI会腱カルロ・ラビッツァ

No.33

I画一＝
ー

牧野登志子さんとっても良い事がありましたI何が

あったかは上・ ミ ・ツ！知りたい方は○○まで…。

三輪康君ご雌沙汰いたしております。

水野民也君係がブラジルへロータリーで行かせて

頂きます。今l-lは一緒に参りました。有難うございま

した。

森幸一君前lulは私の卓話をお聞き1頁きありがとう

ございました。

鈴木正男君水'二I早退させて頂きます。

舎人経昭君ホワイ I､デーです。職員からチョコ

レーI､をもらいました。

和田正敏君再びこの愛する会場にもどりました。

よろしく ！

山本英次君ライラ懇親会用のダンスステッブを作

りました。ご|〃力下さい。

足立一成君、二村聰君、萩原喜代子さん、堀江

宏輝君、池田隆君、池森由幸君、伊藤健文君、

神谷幹雄君、神崎住恵さん、加藤重雄君、河村

政孝君、菊池昭元君、小林俊幸君、小山雅弘君、

三好親君、水谷祥督君、西川豊長君、西野英

樹君、大口弘和君、鴬谷龍男君、佐久間良治君、

佐野寛君、笹野義春君、鈴木理之君、田部井良

和君、魚津常義君、山田壽勝君、吉田節美君、

吉田玄君

久しぶりのホーム例会場、 うれしい限りです。

冑山敏郎君会員誕生|]祝い。
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第8回ライラセミナー

於；愛知県美浜少年自然の家
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会貝 71(66)名

川職率 80.30％
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園ゲスト紹介

青少年交換学生(派泄）
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水野茂洋渦

’二コボックス
大須RC尾上昇君ライラ委員会の皆,様へ、盛会

をご祈念I:|:'し上げます。

秋山茂則君おじさんとおぽしき男におばさんと呼

ばれて小半H心さわがし （読んだ人60才以上女性）

伊原正躬君愛知kjI生年金会館に例会場が戻りまし

た。どうぞ'I:I:しくお伽い致します-･

加藤大豐君12!二Iの名古屋Ifll簾女子マラソンで高橘

尚子選手の素晴らしい走りに感動致しました。其の後

のレセプションで本人と長い時''1久しく話が出来ました。

小林明君和田会災、有難うございました。

小坂井盛雄君お水取り、火の粉を浴びて幸願う。

黒野貞夫君玄之会i坐｝展今日からです。よろしく

お願いします。

黒須アイ子さん1Mの報告をさせて頂きます。

|伊豫田副幹事報告’
1 .次|m例会は日時を変災し、 25H(t) ･261-1 ( I-l)に

愛知県美浜少年自然の家にてライラセミナーを開催

致しますので、 21日の例会はございません。

|冑少年交換学生水野茂痒君涙悪’
こんにちは

今ｲ|甚度ブラジルの節'1580地区ジュイスフオーラRC

に派迩される水M!f茂洋です。今月261]夜7時に出発予

定でもう2週間を切りとてもドキドキしています。

ブラジルは'二1本の真裏にあるので、飛行機で2711寺間

もかかるそうです。ブラジルはイメージ通り明るい国ら

しく昨年帰国した奨学篭の中でも一番楽しくIﾘlるいの
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I

|’黍蘇#雪套長テーマ 温繊知新一昔きをた謡ね禽新しきを知る一 本紙は砿跡鍬附しておりま魂



はブラジルだったと地lX委幽長からもI11っています。

僕'皇|身も'ﾘ1るい性格なので是非行きたいと思ってい

たところ希望がかないました。あちらでおllt話になる

第1ホストファミリーには先月5 1 1迄1_1本にいたとい

う男の了がいて少しならI I本語が話せるので鱸しいよ

うな、残念なような気がします。

僕は4人兄弟の末っ子で1番上の兄が94年にカナダ

に留学中、遊びに行った時に外人と話しているのにと

ても驚き、又うらやましく思い、上のj'liが96年アメリ

カで楽しそうに留学生活を送っていたり、 98年には．ド

の姉がフィンランドに留学し、どことなく瓶りなかっ

た,､･の姉が、 しっかりして帰'』したのを見て、自分も

絶対に行きたいと思っていました。今l'jiついにI' l分の

出悉となり、兄・姉のようになれるよう頑張っていき

たいと思います。千穂RCの皆様、今回ブラジルへ行

かせて頂きありがとうございます。

ヴァータシ メルノーミエシエミ オブリガータ

(ポルトガル語）

今はこれしか話せませんが、 1年後しっかり紬せる

ようになってﾘi}ってきます。

｜ 和田会長挨拶 ’
1Mが、名東RCのホストで|ﾙ|朧されフォーラムは、

｢21世紀への環境づくり－私たちはどう取り組む

か1－｣でした。

我々がiそ催するライラセミナーのメインタイトル

｢地域社会とわたし｣、サブテーマ｢わたしのできる瑚

境保全」 ・ 「わたしができるボランティア｣、講師ジョ

ン・ギャスライト様の演題: ｢21 11t紀は地球が笹役！」

が、 1Mのフォーラムのタイ ｜､ルと類似していること

に驚き、 ‘;門の内容に興味を引かれました。

私が驚いたのは、来年度の1Mが、名北RCのホスト

により、今年の11 1=1301]には|ﾙl雌される予定で、その

年度に成ってからではとても準備が間に合わない為、

大変な勢いで多くの行事が進行していることです。

2年後は、当クラブが1Mを開催する予定になって

います。ガバナーili佐の選出から始まり、 ライラセミ

ナーのように早い時期から実行委只長と実行委員会等

の組織作りをしなければいけないようです。

今|い'の1Mは、東急ホテルで行われ、式典・フォー

ラムの会場と懇親会の会場を別の階に分けて行いまし

た。全参加人数は6()7名で、式典会場は横に長く奥行

きが短く立ち見の人もいるほどで異常な熱気に包まれ

ました。フォーラムでは、 6人のパネリス|､とコーディ

ネーター1人と多極多彩な顔ぶれがそろい、 とても燗

性豊かなお話しをされました。 ‐人のお話を聞くだけ

でも今Inlのテーマについて充分に会議ができるのでは

ないかと思う程すばらしいパネリストの方々が出席さ

れたと思いました。一人の持ち時間は約15分と短くお

ﾉrいパネリスト|司士のディスカッションがなかったこ

とは残念でした。

懇親会はとても広くりっぱな会場で開催されアトラ

クションは、愛知県立芸術大学の大学院生による、

｢なつかしき日木の歌シリーズ｣独唱と合Ⅱ閏でした。食

事の時間とIIJじ時間,淵:であったことで、会場がざわざ

わし彼らには気の滋なようでした。

我々も過去に1Mを|ﾙlきましたが、時間!|illlが一番人

切だと感じました。

一

会長より水野君へ激励の花束贈呈

囮マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン授与

＝

rlrirlコヨ 1 M報告ｺｺｺｺﾖ
liiI年度、吉11I(節)会長より、マルチブルポールハリ

スフェローとして会長にピンが贈られました。 囮萩原喜代子さん

21世紀の環境づくり(私たちはどう取り組むか！ ）に

出席して

パネリストとして名古屋市便松原武久氏、㈹日本建

築家協会(愛知)環境委員長服部カ氏、アサヒビー

ル㈱環境文化推進部長中村恭三氏、大j同くらしの

会セミナー会長立川康子氏、名占屋ケナフの会会

長綱島裕明氏がそれぞれの分野においての発言が

ありました。総じて、 ・人・人が今より少し環境問題

について関心を持ち、n分達のできる身近なほんの小

さなことからはじめれば、それが大きな'陥になってい

くこと。そしてまだまだきれいな地球にもどしていけ

るだろう、 ということでした。

環境保全の3ROReduce@Re-use~Recycle

囮ポール・ハリスフェローメダル授与
ーﾛ

SA

浅j|：誠寿番、池森山幸君、松崎孝彰君にポー

ルハリスフェローとしてメダルを会長よりそれぞれ贈

られました。
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を大切に､特にこれからは①､②でいくことが望ましい、

との結論でした。懇親会最後の「手に手つないで」が

ことのほか今回のテーマと結びつき印象的でした。

囹黒須アイ子さん

本年度の1Mは、ガバナーの方針により、地球環境

の保全と、人類の未来を守る行動を努めるためにテー

マが決められたそうです。フォーラムコーディネーター

の小川辰男様は、 "20世紀に地球が汚され、傷つけら

れ、破壊されてきました。これは、ゴミ処理、CO2、

オゾン、エネルギー、ダイオキシン等の危険から地球

を守るためには､一人でも多くロータリアンの各位が、

家庭人、企業人、地域住民の皆様に働きかけて、環境

保全を推進するように希望します｡"と話されました。

松原武久市長は、ゴミ減量問題についてわかりやす

く説明され、 “本年度は20万トンの減量が目標ですか

ら、 1人1日100gの減量に協力してください｡”と話

されました。

日本建築家協会(愛知)環境委員長、服部力様は、建

築関連の環境問題について、建物の耐用年数の増加な

どについてふれ、 "ecologyはeconomyです｡"と話さ

れました。

アサヒビール㈱環境文化推進部長、中村恭三様は、

会社の取り組みを紹介され、本年度の新環境基本方針

を説明されました。

大垣くらしの会、セミナー会長の立川康子様は、

"消費者も企業も地球を守るために生活の質の向上を

考え、自己責任が大切な時"と話されました。

名古屋ケナフの会会長、綱島裕明様は、 “子供の頃

から生活システムの中に環境意識を取り入れること

は、 20～30年後の次世代に社会的｢環境意識｣を残すこ

とが出来るかが、大きな課題となる"と話されました。

地球を守るために、毎日の生活の中から私達が出来

ることが沢山あると認識させられました。そして、環

境保全を推進するために将来のことも考えながら、ま

ず実行することが重要なことと思われました。

囹卓話（3月7日分）

“環境と省エネ”
会員森幸一君

省エネと環境改善のお話をさせて1頁きますが、職業

としてもそれを生業としております。

又私事ではありますが現在科学技術交流財団の中に

エコジェネ研究会があり三年間を対象にその研究員を

務めています。

研究員は名古屋大学高温エネルギー変換研究センター

と産学協同で愛知万博協会、中部電力、三菱重工業な

ど大手企業の技術者30名程で樅成されていて環境に優

しい省エネルギーの基礎研究がテーマとなっています。

社会に貢献されておられます皆様方の発展の代償と

して、その裏側では急速に環境悪化が着々と進み将来

を悲観せざるを得ない状況であることをご報告申し上

げ今後の対策及び参考になればと思います。

地球の資源はあくまでも有限でやがては底をついて

しまいます。

私たちの欠かすことのできないエネルギーである電

気もそれらの資源を活用することにより生みだされて

おります。

人間が火を起こした時代から、水力発電、火力発爾、

原子力発電と時代は進みいろいろな問題が発生して来

ております。

現在、原子力発電においては中部電力が地域住民の

反対から断念致しました。反対された方たちも電気は

なくてはならないものとの認識はありますが、原子力

は船で例えますと大型船で威力はありますが泥舟での

出港でやがて解けて沈没の可能性を秘め又その泥は既

に汚染されており船が沈むと同時に汚染が広がり生物

は死滅してしまいます。

将来起こるであろう問題を解決されないままの船出

に対して住民が環境の問題を真剣に考えた結果では

ないでしょうか？

我々の時代は何とかクリアーできても子供の時代又

孫の時代はどうなるのでしょうか？

平成9年10月8日に東京のホテルニューオータニで

国会議員の方々、学識経験者では東京大学教授、東京

理化大学、横浜国立大学、武蔵工業大学、東京工芸大

学学長、研究者、科学者など日本を代表される方々が

集まり官民交流勉強会があり私も参加させて頂き、そ

の席で興味深い話がありましたのでご報告申し上げます。

＝里

一

現在地球規模で環境破壊が進み、

＊大気中の温室効果ガスが増え地球の平均気温が上昇

しています。

[1]温暖化が進みますと気候が変わり森林が消え貴

重な動物や植物が絶滅してしまう危険性があり

ます。

〔2〕北極や南極の氷が溶け､海水が膨張し､その結果、

島や大陸の一部が海に沈むことが考えられます。

〔3〕雨が多くなり洪水などの自然災害が増える地域

ができる一方、逆に雨が減って砂漠化する地域

がでることが考えられます。

〔4〕強大津波の発生

南極で起こった津波が日本に届くのには一晩も

あれば十分でその上パワーが衰えないそうです。

L

昨年12月に河村様のご紹介で入会致しました森でご

ざいます。

皆様方には快く又暖かく迎えて頂きこの場を借り、

改めて御礼申し上げます。

入会致しました頃、当会の黒須様より書物を頂きま

した。ご主人が書かれた温故知新と言う書物です。古

きを尋ねて新しきを知ることがいまこそ重要で必要な

時ではないか？と考えています。

－3－



我々がより良い生活をした分､子孫が考えられない状

況及び環境で果たして無事生きていけるのでしょうか？

既にサジを投げている学者も多く、民主主義の原

理を前面に押し出すと解決できないそうですが何か

良い知恵はないものでしょうか？

現在の暮らしを100年前の暮らしに戻すことは不可

能で、引くこともできず、止む無く破滅へ猛スピード

で進んでいるようです。

国の取り組みとしても法律により解決を図ろうと

の動きで省エネルギー法を新たに設定され違反した

場合は罰則規定も大手事業場では設けられました。

電気を使用される全ての事業場は電気の有効利用に

よる省エネに貢献しなさい…という内容です。

つまりエネルギーの中には本当に必要な部分と無

駄に消費される部分が交じり合っていて、今まで無

駄になっている部分をできるだけ有効に使うという

思想です。

一人一人はわずかでも全員が取り組むことにより

大I隔な改善が可能となります。

皆様方の処りで少しでも改善できることがあれば

それは即、地球の為と言えます。又人間の大いなる

知恵によって損失を最小限に抑えるようなエネルギー

の使い方は工夫できます。

他の国の学者が来て自動販売機の多さに驚かれ、

資源を他の国に頼っている日本が一番電気の浪費を

していると、指摘を受けます。

自動販売機は一台で一般家庭1ヶ月分の電気の消

費量と略同等です。

日本全体では600万台前後あるそうです。

これは原子力発電＝7基分に相当します。

街角に自動販売機が何台となく設置されていますが

本当に必要なのか？と間かれ言葉を失います。

電気料金の削減、水道の節水、水の浄化、院内感

染などの防止、環境の問題等、水と空気はダダと言

う時代は終わりました。

過去において地球環境などと申し上げますと、大

それた事を、頭がおかしくなったのではないか？と

いわれておりましたが一般的に使われるようになり

改めて問題が大きくなったことに言葉がありません。

解決案には永い年月が必要です。しかし残された

時間はあまりありません。

今、我々がしなければならないことは、先ほど説明

致しました人類の寿命を皆様方のお力で少しでも延

ばす工夫を今一度お考え頂くことが肝要と思われます。

質問などがありましたら是非、お気軽に例会の折

にでもお聞かせ下さいませ。

＊フロンガス及び亜酸化窒素の問題

オゾン層の破壊による環境悪化で紫外線量が増加

して人の健康や生態系への悪影響を及ぼします。私

たち人間を含む全ての生物細胞のDNAにダメージを

与えます。

その結果、皮胸ガンや白Iﾉ1障や失明、体全体の免

疫低下によってウイルス性の病気にかかりやすくな

るそうです。

オース|､ラリアの保険研究所によると過去7年間で

皮膚ガンの発生が二倍になり又メラノーマと呼ばれ

る最も悪性の皮膚ガンが目立って増えているそうです。

先月のニュースではニュージーランドでも皮層ガン、

白内障など、その原因がオゾン層の影響によること

が発表され現在サングラスなしでは外も歩けない状況

と報告していました。

日光浴は健康に良いといわれてきましたがこれは

通常の紫外線Aで、ここで言います有害な紫外線と

はこれまで過去においては地上に届かなかった、より

波長の短い紫外線Bのことをいいます。
へ

＊大気汚染の問題

ごみ焼却場からでるダイオキシン

塩化ビニールの燃焼によって発生し、魚介類が汚

染されている恐れと母体が汚染されると母乳を通し

て乳児へ…

環境ホルモン、 －二酸化炭素、水質汚染、海洋汚染、

食料不足、など

信じたくない話ですが…

地球は現在、ガンで例えますと末期状態に入った

といわれています。

興味深い話と申し上げましたのは~…

このまま行くと人頬が生活するために問題なく呼

吸ができるのは、つまり生活ができるのは後何年ぐ

らいか？という課題で…

東京大学、世界の科学昔、学識経験者、で何年も

かかってアンケー|､をとり、又コンピュータを使用

して現状を調査した結果、二年前の発表で何とこの

ままいくと60年だそうです。

三年前の発表で60年ですから現在残り57年と言う

ことになりますが実際には計算値より早くなってい

るようです。

地球が後57年で死滅するのではなく人類が現状通

り生活することは出来ない状況になるそうです。

一般的には後数億年とか、計算できない年数を思

いたいものです。

僅か57年とは驚いてしまいます。

何万年もかかって出来た石油でも我々人類は，世

紀で使い果たしてしまう。全てが先送りで、何か現

在の膨大な赤字国債をみているような気がします。

現在赤ちゃんが誕生したら既にその赤ちゃんは何

百万もの借金をしているそうですね。

赤ちゃん誕生おめでとうと本当にいえるのでしょうか？

問題を後回しにして借金で解決していればいつか

破綻することは1iに見えているような気がします。

我々は子孫に何を残せるのでしょうか？

驚くほどの赤字国債と地球環境破壊では本当にか

わいそうな気がします。

へ

一例会変更のお知らせ 、
名古屋名東RC 4/4㈹お花見例会の為、長久手町

杁が池公園にて

名古屋和合RC 4/5(水)お花見例会の為､か茂免にて

k
l8時～ ノ

囮次回例会(4月4日）

卓話"it(情報技術)時代を生きる”
会員神谷幹雄君

“はじめましてのご挨拶”
会員牧野登志子さん

－4－

’


